上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　第２９号　２００２年７月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)
暑中お見舞い申し上げます

　　皆様いかがお過ごしでしょうか。

　　政治とカネの腐れ縁、あらためて問われています。
　　徹底して“金のかけない選挙”実行に取り組みます。

　　暑さに向かいます。くれぐれもお体を大切にしてください。

（第１面）
6月定例議会のポイント

6月定例会は、11日から19日までの9日間の会期で開かれました。

14年度一般会計補正予算（第1回）などの審議が行われました。
住民基本台帳ネットワークなどについて一般質問しました。(２、３面掲載)

「町政30周年記念事業についての請願書」は不採択になりました。(４面掲載)
☆一般会計予算は3,315万円増額、総額72億6,707万円に
◆上牧小学校貯留浸透事業（運動場を整備し、下流の水害を緩和する工事、
　３年計画）が総事業費5,910万円で行われます。第２小学校の同事業は
　総額3,955万円の予算で、先に決まっています。

　◆ごみ焼却場の改修・修繕が引き続き行われ、14年度3,900万円、15年度3,500

　　万円、16年度3,800万円、17年度3,500万円の計画です。新しい焼却場建設は、
　　上牧・河合両町で17年4月に、用地など事業決定を行うことで合意されました。

　◆2000年会館の家族浴室に、入浴リフト（座ったままで入浴が可能な設備）が、
　　設置されることになり、工事費として510.3万円が計上されました。

☆町議会に「上牧町合併問題研究委員会」が設置される
　◆市町村合併への取り組みについては、以前からたびたび取り上げてきました。

　　5月28日に住民組織である21世紀太子の都（さと）づくり推進協議会から
　　「西和地域７ヶ町の市町村合併について」の陳情書が、議会に提出されました。

◆上牧町議会では、6月19日の全員協議会で「上牧町合併問題研究委員会」の
　　設置（任意参加、議員：12名）が決まり、7月9日に初会合が開かれます。
　　私は合併問題についての「特別委員会」の早期設置を提案しています。

　★ホームページ　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
呼びかけ：市町村合併、具体的な議論を活発に！


（第２面）
一般質問しました

　いま世の中は、ＩＴ革命・インターネット時代として持てはやされ、
その便利さのみが強調されています。しかしその反面、大きな落とし
穴があることも現実です。
　それを象徴する事件が多発しています。防衛庁情報公開請求者のリスト事件はその典型
であり、わが上牧町でも同じ類の事件がありました。
　人権擁護を唱えながら、その一方で個人情報を平気で漏洩する、プライバシーの保護も
あったものではありません。しかも、本人の知らない間に情報が一人歩きする、なんとも
空恐ろしい時代になったものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀 内）
⑴町役場の意思形成と住民意見の反映について

Ｑ詐欺容疑の河辺幸雄元弁護士が、上牧町情報公開審査会委員に委嘱され、
　委員報酬も支払っている。その経緯について、説明をお願いしたい。　（堀 内）

　Ａ情報公開は町も初めてで、どういうものかはっきり把握できていない部分も
　　あった。河辺氏の選任については、当時の顧問弁護士から推薦を受けた。
　　残りの３人については、担当の総務課の方で起案した。　　　（総務部次長）
　Ｑ総合文化センター前町道への石灯籠街灯設置事業の発案から予算案決定まで
　　の経緯を聞きたい。また、記念事業について構想や予算を事前に公表して、
　　住民の意見を聞き、提案も受けられたのではないのか。
　Ａ30周年記念については、以前から式典はやらないで、何か記念になるものを
　　と考えてきた。そこへ石の街灯の寄付の申し出があったので、記念事業と
　　してやっていこうということで決定した。　　　　　　　　（企画創生部長）
　Ｑ重要課題や予算編成などを事前に公表し、住民意見を求める「パブリック
　　コメント」制度の導入を提案するが、見解を聞きたい。
　Ａ保健福祉センターのデザインや名称について、町民意見に沿って実施した。
　　これからも大きな施設については、色んな形で町民意見を参考にして実施
　　して行く。予算編成については議会に提出し、住民代表である議会で十分
　　審議して頂いているので、いまのところ考えていない。　　　（総務部次長）
⑵「公共料金検討委員会」と今後の行財政改革への取り組みは
Ｑ「公共料金検討委員会」委員の募集状況とこれからの取り組みは‥
　Ａ5月20日に締め切り、3人（30代女性、60代男性と女性）の応募があった。
　　町として12人を予定しており、早いうちに選任して進めたい。（総務部次長）
　Ｑ14年度一般会計予算の公債費は、19億円と歳出の26.3%を占める。税金の
　　４分の１が借金の返済に充てられていることは、納税者として断じて承服
　　できない。公共料金以上に、歳出構造に手をつけるべきだと考えるがどうか。
　Ａおっしゃる通りだと思う。歳出についても、十分中身を吟味して抑制に
　　努めて行く必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務部次長）


（第３面）

⑶障がい者・高齢者などの福祉施策の取り組みについて

　Ｑようやく策定された「上牧町障がい者福祉基本計画」の町施策への具体的な
　　反映と実行について、説明されたい。

　Ａ障がい者福祉基本計画は、今年3月に策定された。実行については、在宅
　　福祉サービスに特に力を入れていきたい。制度の変更で、相談業務も市町村
　　に移っている。社会福祉協議会とも連携を計り、相談内容の充実や人材育成
　　にも取り組んで行きたい。　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉部次長）

　Ｑ計画に盛り込まれた理念は、行政と障がい者との関係だけではなく、地域・
　　住民を巻き込んでどう進めて行くのかである。見解を伺いたい。

　Ａいまの指摘はもっともだと思う。地域の方々で障がい者を支えて頂くために、
　　ボランティア活動の条件整備にも十分取り組んで行かなければならないし、
　　こんご障がい者を支える予算化もめざして行きたい。　　　（住民福祉部長）

　Ｑ介護保険事業計画や地域福祉計画の策定に、公募も含めて広範な住民参加を
　　求めるが、方針を聞きたい。

　Ａいま介護保険事業計画の策定を行っている。今後、地域福祉計画の策定が
　　行われるが、介護保険での委員委嘱方法(公募はしないが住民代表を加える)
　　を取り入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉部次長）

⑷住民基本台帳ネットワークと個人情報保護について

　Ｑ平成14年8月から、住民基本台帳ネットワーク（略称：住基ネット）による
　　国への情報提供が予定されているが、町の方針はどうか。

　Ａ住民基本台帳法改正は、11年8月に成立している。本人確認情報は、
　　都道府県を経て情報処理機関へ通知し、国の行政機関等への提供が行われる。
　　町としても国の方針に従って行う予定である。　　　　　　　　（住民課長）

　Ｑ法改正が成立した当時の小渕内閣は「住基ネットは個人情報保護法が前提で
　　ある。」と国会答弁している。個人情報保護法は未成立であるうえ、防衛庁
　　リスト問題が発生した状況下で、あくまで予定通り情報提供するのか。

　Ａ8月5日から実施する。個人情報保護との関係であるが、住民基本台帳法に
　　保護規定と罰則規定があり、何ら心配は要らない。　　　　（住民福祉部長）

　Ｑ国の個人情報保護法や町の個人情報保護条例が制定されるまで、町外への
　　個人情報の提供は差し止めるべきだと考えるが、町長の答弁をお願いする。
　Ａ先ほどから住民福祉部長が答弁しているとおり、個人情報保護の条項がある
　　とのことであるので、実施の方向で進めていきたい。　　　　　　（町　長）

　　　　　　　住基ネット　全国民に11桁の住民票コードを付け、本人確認情報と

　　　　　　　して、氏名、生年月日、住所とこれらの変更情報を、コンピューター
　　　　　　　ネットワークで市町村からほかの自治体や国の行政機関に提供する
　　　　　　　システム。個人情報の保護が厳密に計られるかどうかが大きな課題。
呼びかけ：住民基本台帳ネットワーク、延期せよ！



（第４面）
「町制30周年記念事業」請願書

☆請願書は不採択（否決）、石灯籠街灯は中止

・町制30周年記念事業費として、14年度上牧町一般会計予算に955万円が、計上され
　ました。内訳は、文化センター前町道に石灯籠街灯設置565万円、健民運動場の時計塔
　改修390万円です。これらの予算は、3月定例議会で原案通り可決されていました。

・請願書の主旨は、町制30周年記念事の経過説明と住民意向調査を求め、その結果に
　よって事業の見直しを行って欲しいという内容です。町財政の窮状から、この事業が
　果たして必要だったのか、町民の意見を聞いたのか、なぜ石灯籠の寄付を受けるのか、
　どのような経緯で決められたのかなど、素朴な疑問や質問でした。
・記念事業であることや石灯籠街灯設置が文化センター前という場所であることから、
　住民の関心が強く、単なる質問状や陳情書でなく、議会への請願書となったものです。

・請願書（署名：1,075人、代表者：大蔵忠彬さん）は、紹介議員を堀内と車谷議員で
　5月27日に議会に提出しました。本会議に議案として上程され、14日の総務委員会で
　不採択（賛成2、反対3）、19日の本会議でも不採択（賛成4、反対10）となりました。

・杉田町長は、14日の総務委員会で「石の照明は止める。」と公式に表明しました。
　予算化された事業の変更を決断されたことに、率直な気持ちで敬意を表します。
　健民運動場の時計塔改修については、いまのところ特に説明は行われていません。
☆予算議決と請願書、議会への住民意見の反映は‥
・請願書の提出を巡って、議会内で厳しい批判を受けました。堀内が予算委員長として
　予算に賛成しておきながら、予算に疑義を唱える請願書の紹介議員になったのは、議会
　ルールや議員倫理に反するというものです。請願書の反対議員はもちろんのこと、賛成
　議員からも、とがめを受けました。
・請願書を議会へ提出することは、憲法で住民に保証された重い権利です。また、住民
　意見を議会や町政にどのように反映して行くべきか、住民投票や住民参加なども含めて、
　みなさんから遠慮のないご意見やご批判をよろしくお願いします。

　詳しい会議録などは、その都度、堀内の下記ホームページに掲載しています。

	　　ホームページを公開しています

　　　「市民のこえ」の電子版です。みんなの広場として

　　　“掲示板”を用意しました。気軽にお使いください。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　　話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１



　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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